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教育委員会の組織

【社会教育係】 （職員 ５名 ※少年指導センター所長含む）

社会教育計画、中央公民館、子ども会連合会、社会教育委員、地区社会教育主事補、学校支援地域本部事業、

市ＰＴＡ連合会、成人式、市立図書館、少年指導センター、青少年の健全育成に関すること など

【スポーツ推進係】 （職員 ３名）

スポーツ推進審議会、生涯スポーツの推進、スポーツ少年団、運動公園施設及び市内体育館に関することなど

【文化係】 （職員 ４名）

文化財の保護に関すること、文化財の活用に関すること、市民文化祭、史跡に関すること など

【世界遺産推進室】 （職員 ３名 ※再任用短時間職員含む）

世界遺産対象施設の保全管理に関すること、世界遺産登録に関する業務 など
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教育振興課

生涯学習課

教育長

教育次長

（教育振興課 職員 １９名 ※県費負担教職員を除く）

【庶務係】（職員 ４名）
教育委員会会議、人事、叙勲、栄典、法規等の制定・改正、学校施設の維持管理、予算・決算に関することなど
【学校規模適性化推進室】 （兼務職員 ２名） 学校規模適性化に関すること
【学務係】 （職員 ７名 ※指導主事含む）

教職員の人事・服務・免許・健康調査関係、学校運営の指導、教職員の研修、就学事務、教科用図書、学級編制、
就学援助、教育課程、人権教育、教育相談、特別支援教育、外国語教育、情報教育など
【小学校】（１０校）（職員（学校用務員） １名） 【中学校】（３校）
【学校給食センター】 （職員 ６名）
給食センター運営委員会会議、給食物資の購入・保管・調理・輸送、献立作成、調理指導、施設・整備の管理など

（生涯学習課 職員１６名 ※教育次長は課長と兼務 ）



教育費予算【平成２６年度当初予算】

議会費

1.1% 総務費

11.5%

民生費

42.7%

衛生費

12.4%

労働費

0.1%

農林水産費

9.1%

商工費

1.1%

土木費

5.9%

消防費

2.9%

教育費

5.1%
その他

8%

H26年度一般会計予算
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教育総務費

21.7%

小学校費

14.1%

中学校費

10.7%社会教育費

34.0%

保健体育費

19.4%

H26年度教育費当初予算

一般会計歳出予算
２１２億円

教育費歳出予算
１０億９，１１１万円



•基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得と熊本型授業の質を高める取組の推進

•全ての子どもが楽しく「わかる・できる」ように工夫された授業のユニバーサルデザイン化

•国や県の学力調査等の結果活用と適切な学習評価による指導と評価の一体化の推進
確かな学力の育成

•いじめ・不登校、問題行動等の未然防止と解消に向けた共感的人間関係の育成と関連機関との連携によ
る支援体制の強化

•児童生徒の心に響く道徳の時間の充実と教育活動全体を通した人権感覚の育成

•郷土の偉人や歴史、環境についての学習を通して、自他を大切にする心や自然に対する畏敬の念郷土を
愛する心を醸成

豊かな心の育成

•体育・保健体育の授業の一層の充実と教育活動全体を通した体力の向上及び適正で魅力あ
る運動部活動の推進

•自ら健康の保持増進と安全管理のできる児童生徒の育成

• ｢食｣に関する指導の充実を通した望ましい食習の形成

健康・体力の向上

•開かれた学校づくりの推進

•教育環境の充実

•教職員の資質・指導力の向上

一人一人の教育的ニーズを
踏まえた教育活動の充実 4

平成２７年度学校教育努力目標

◎「生きる力」をはぐくむ
○基礎･基本を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、

よりよく問題を解決する資質や能力（確かな学力）
○自らを律しつつ､他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性（豊かな心）
○たくましく生きるための健康や体力（健康・体力）

の知･徳･体をバランスよく育てる。
◎生涯学習社会を展望した教育の推進を図る。

学校教育のねらい
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児童数

学校名 一小 万田小 平井小 府本小 八幡小 有明小 緑ケ丘 中央小 清里小 桜山小

児童数
（人） ４３７ ４３２ １２１ ８９ ２７４ １５０ ４４５ ５４３ １０２ １８５

○小学校 児童数 平成27年5月1日付け

○児童数の推移
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生徒数
○中学校 生徒数（人） 平成27年5月1日付け

学校名 海陽中 三中 四中

生徒数
（人） ６０５ ４３５ ２９３

○生徒数の推移
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学力の状況
（Ｈ２６年度 全国学力学習状況調査の結果から）

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

全国（公立） ７２．９％ ５５．５％ ７８．１％ ５８．２％

熊本県（公立） ７１．６％ ５４．８％ ７９．３％ ５８．５％

荒尾市 ６６．０％ ５３．０％ ７７．１％ ５３．８％

全国・熊本県・荒尾市の平均正答率

○小学校

○中学校

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

全国（公立） ７９．４％ ５１．０％ ６７．４％ ５９．８％

熊本県（公立） ７９．０％ ５１．３％ ６７．４％ ６１．６％

荒尾市 ７２．２％ ４２．６％ ５７．５％ ５１．７％

参考
実施日：平成２６年４月２２日実施
調査対象：小学校第６学年（１０校） ４８９人 中学校第3学年（３校） ４４９人



76.1%

15.8%

0.0% 8.1%

長期欠席児童生徒の理由別割合

（熊本県）

不登校

病気

経済的理由

その他

53.6%38.1%

0.0%
8.2%

長期欠席児童生徒の理由別割合

（荒尾市）

不登校

病気

経済的理由

その他

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度

国 １．１３％ １．１２％ １．０９％ １．１７％

熊本県 １．１３％ ０．９６％ ０．８４％ ０．９４％

荒尾市 １．８６％ １．３８％ １．１８％ １．２４％

○不登校出現率（小中学校）の推移
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不登校の状況
学校基本調査（Ｈ25年度）結果から



Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

熊本県 ３，８６４件 １，３４９件 ２，５４９件 ８７２件 ― ―

荒尾市 １４６件 ７３件 ２８件 １８件 ７件 １６件

○いじめ認知件数

○１０００人あたりのいじめ認知件数※１

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

国 １４．３件 １３．４件 ―

熊本県 ２９．１件 １９．１件 ―

荒尾市 ５０．６件 １０．７件 ５．５件
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いじめの状況
児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査結果から

※１ 国及び熊本県の1000人あたりのいじめ認知件数については、高等学校、特別支援学校含む。
荒尾市は、小・中学校のみ。
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平成２６年度 生涯学習課取組の方向
～教育基本法の趣旨を生かして～

生涯学習の理念を踏まえ、すべての子どもが郷土に誇りを
持ち、「夢」を描き、実現できるよう、関係機関、各種団体等と
の連携体制をより強固にしながら、家庭や地域の教育力の向
上に努めるとともに、個人の要望と社会の要請に応える生涯
学習を推進する。
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平成２６年度 生涯学習課重点努力事項
•「くまもと家庭教育支援条例」に基づき家庭教育の重要性を広げていくため保護者、学校、地域、関
係機関、社会教育団体と連携し支援体制づくりを推進するとともに、参加体験型の「くまもと親の学び
プログラム」の普及拡大を図る。また、生活リズム向上の観点から、ＰＴＡと連携した「早寝早起き朝ご
はん」や「くまもと家庭教育１０か条」の推進に努める。

家庭教育支援の充実

•地域における奉仕活動・体験活動や異年齢による遊びを通して学ぶ機会の充実を図り、郷土を愛する心や豊か
な人間性・社会性を育む。各種団体や関係者との連携強化や地域における指導者の育成に努め、地域の子ど
もは地域で育てることの仕組みづくりと社会的気運の醸成を図る。子どもたちが地域社会の中で、心豊かで健や
かに育まれる環境づくりや学びの場を提供する

地域の教育力の活性化

•学習の機会や学習の成果を生かすことができる機会の充実を図るため、関係部局・機関等と広く連
携しながら、先導的かつ広域的事業を積極的に推進する。また、読書ボランティアの育成とその活用
を進めるとともに、読書環境の改善を図る。

社会教育の振興

•社会教育関係団体や中央公民館、図書館等社会教育施設の活性化に寄与するため、情報収集及
び提供の充実を図る。また、中央公民館、図書館の指定管理者と連携を密にし、先導的かつ効果的
な主催事業を展開するとともに一層の利用促進を図る。２市２町の図書館相互利用により、図書館
の広域利用を促進し市民の教養の向上及び文化の発展に努める。

社会教育関係団体・

施設の活性化

•スポーツが住民の生活の一部となるような日常的スポーツ活動を支援し、地域の実情に応じたスポー
ツ環境の整備・充実を図る。また、地域の教育力として総合型地域スポーツクラブの育成を図る。生涯スポーツの振興

•荒尾市民文化祭をはじめ各種文化事業を支援するとともに、文化団体の育成を図る。また、世界遺産
の登録へ向けた万田坑の保存整備を推進し、貴重な文化遺産に対する市民意識の高揚へ繋げる。ま
た、孫文とその活動を支援した宮崎滔天をはじめとする宮崎兄弟を顕彰活用し推進する。

文化振興及び文化財の整備

•「熊本県人権教育・啓発基本計画」を踏まえつつ、社会教育分野において同和問題を人権問題の重要
な柱としてとらえ、あらゆる人権問題の解決のために、家庭や地域等における人権教育を推進する。

人権教育の充実


